
東根市立神町中学校 校長だより ＜新たな１年間のスタートに当たって その３＞

行雲流水№２８０ 令和５年４月３日発行

いよいよ「神町中」出航だ！！

校長 寒河江 正人

本校にとっての大転換期となる令和５年度のスタートにあたって、

現時点における「今年度の学校経営に係る計画（案）」をお示しします。

ただし、昨年度同様、必要に応じて随時見直す臨機応変な柔軟性をもって事にあたること

といたします。たとえ朝令暮改のそしりを受けようとも、甘んじてお受けいたします。

まず、第一に「学校教育目標」を維持・継続といたします。

「世の中のために主体的に貢献しようとする人材（グローカリアン）の育成」と掲げます。

「第６次山形県教育振興計画（後期計画）」の基本目標に示される「地域社会の発展に貢献」

しようとする「グローカルな視点で課題解決に向かう人材の育成」を目指すものです。

また、「めざす学校像」、「めざす生徒像」、「めざす教職員像」には、

お互いの能力・特性を「寛容さ」、「温もり」、「思いやり」をもって認め合い、支え合い、

「共に探究的に課題を解決しようとする姿勢」を大切にしたいという願いを込めました。

本校の教育を象徴するキーワードとして、

地球規模で物事をとらえ、考え、自分が身を置く地元地域で、自分にできることを具体的

に行動しようとする人材を「グローカリアン」と呼び、

そのために「主体的・探究的に学ぼうとする学習者」を「マナビアン」と呼びます。

私たち教職員も、生徒も、「まずは、試しにやってみよう！！」という姿勢で

積極果敢で前向きな「チャンス・チェンジ・チャレンジの３C 精神」を尊重しましょう。

「生徒一人ひとりの能力・特性等（教育的ニーズ）」を深く、柔軟に、寛容に理解し、

「学びの実現」、「進路の実現」も「その子なりの自己実現」の保障に力を尽くしましょう。

それでは、神町中学校の１年間の航海のスタート、いよいよ出航であります。

それぞれの校務分掌（立場・役割）で、職能の発揮とご活躍をお祈りしております。

何卒よろしくお願いいたします。


